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過年度卒業生アンケート（令和 8年度） 

（国際教養学部・教育学部 令和 6年度卒業生） 

 過年度卒業生（令和 6年度以前卒業生）アンケート調査は、令和 8年度 教育の質に係る客観

的指標調査票「⑯卒業生のキャリア（就職・進学等）の状況の把握と教育活動等の改善」に関連

して、実施したものです。集計結果を報告します。 

1.アンケートの実施内容 

実施 令和 8 年 7 月 28 日～8 月 24 日 

対象者 令和 6 年度卒業生 

アンケート 

実施方法 

アンケートは、Google Forms を国際教養学部卒業生には 2021**@sila.miu. ac.jp 宛

に、教育学部卒業生には 2021**@sedu.miu.ac.jp 宛に配信して実施した。 

回答者 

 
 

 送付先数 回答数 回答率 

令和 6 年度卒業生 93 先 12 人 14% 

 

有意な回収率となった教育学部についての集計結果を報告する。 

アンケートの質問内容 

令和 6 年度卒業生の皆様に対して、本学教育の効果について調査を行いたいと思います。皆様が就職先での

業務を遂行するにあたり、感じていることをお答えください。チェックマークおよび記述式アンケートに、ご

協力をよろしくお願い申しあげます。 

教育学部卒業生に，教育学部のディプロマ・ポリシーの達成度についてお尋ねします． 

【選択肢】 

5 十分満たしている、4 満たしている、3 どちらともいえない、2 満たしていない、1 全く満たしていない 

質問 1 あなたは、社会・教育等に関連する国内外の様々な問題について、現状・課題を認識し、その解決

策を考察できる能力を身につけている」を満たしていると思いますか。 

質問 2．あなたは、「教育者としての情熱を持ち、正しい倫理観と責任感を身につけている」を満たしてい

ると思いますか。 

質問 3．あなたは、「教育者として、持つべき十分な記述力・プレゼンテーション能力を身につけている」

を満たしていると思いますか。 

質問 4．あなたは、「教育に関する事柄について、継続的・主体的に学ぶ学習能力を身につけている」を満

たしていると思いますか。 

質問 5．あなたは、「教育実践力を身につけている」を満たしていると思いますか。 

質問 6．あなたは、「教科・教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている」を満たしていると思いま

すか。 

質問 7．あなたは、「基礎的な英会話力を身につけている」を満たしていると思いますか。 

質問 8．あなたは、「基礎的な音楽力を身につけている」を満たしていると思いますか。 

質問 9．教育内容，学生生活，学内施設等について、ご意見があれば聞かせてください【自由記述】。 
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2．集計結果 

教育学部 
評価点平均値 

今回実施 2025 年度調査 

質問 1 社会・教育等に関連する国内外の様々な問題について、現状・課題を認

識し、その解決策を考察できる能力を身につけている 
4.18 4.11 

質問 2．教育者としての情熱を持ち、正しい倫理観と責任感を身につけている 4.45 4.70 

質問 3．教育者として、持つべき十分な記述力・プレゼンテーション能力を身

につけている 
4.00 3.89 

質問 4．教育に関する事柄について、継続的・主体的に学ぶ学習能力を身につけ

ている 
4.36 4.44 

質問 5．教育実践力を身につけている 4.09 3.67 

質問 6．教科・教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている 4.09 3.89 

質問 7．基礎的な英会話力を身につけている 3.27 3.78 

質問 8．基礎的な音楽力を身につけている 3.91 3.56 

 達成度が高い DP は、「教育者としての情熱を持ち、正しい倫理観と責任感を身につけている」、

「教育に関する事柄について、継続的・主体的に学ぶ学習能力を身につけている」となっている。

この 2 項目は、前回調査でも高くなっている。 

 達成度が低い DP は、「基礎的な英会話力を身につけている」、「基礎的な音楽力を身につけている」と

なっている。前回調査でも同様の結果となっている。 

 

３．まとめ 

 DP の達成度は、5 段階評価で 3.27 以上の評価であり、達成できているとの回答であった。回収

率が低いため、卒業生の多くの意見ではないが、教育学部の教育方針は社会に受け入れられてい

ると判断できる。 

 記述式アンケートでは、小学校教諭となった卒業生が多いことから、社会人となった後も、同期

で情報交換を行っている。また、大学時代の経験を社会人としても役立てている。 

 

４．回収率向上のための改善 

2024 年度までの「卒業生及び就職先へのアンケート調査」は郵送で、就職先と卒業生に対して同時

に実施していた。2025 年度調査からは就職先と卒業生は分けて実施し、就職先へは郵送で依頼し、卒

業生へは Google Forms で依頼する方法に移行した。しかし、今回、卒業後１年半経た条件での Google 

Forms の回収は難しいことが分かったので、次年度からは、卒業生に対するアンケートは郵送と Google 

Forms を併用して行いたい。 

 

 これらの結果は、部局長会議（2026 年 9 月 9 日開催）に報告され、情報共有と改善案が審議され

た。 


